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一

9
月

に

入

っ

て

富

山

県

内

で

は

、

交

通

死

亡

一

事

故

が

続

発

し

た

。

こ

の

た

め

富

山

県

警

で

は

、

一

9
月

6
日

に

昭

和

日

年

8
月

以

来

の

6
年

ぶ

り

、

で

「

交

通

緊

急

事

態

」

を

宣

言

し

、

取

り

締

り

の

強

化

と

と

も

に

交

通

事

故

の

撲

滅

を

呼

び

掛

け

た

。

ま

た

9
月

幻

日

か

ら

始

ま

っ

た

。

秋

の

交

通

安

全

運

動

8
で

も

多

彩

な

啓

発

行

事

が

実

施

…

4

さ
れ
た

。

一

人
持
管

muh・
父
泊
係
の
剛
制
作
．に
よ
る

と、

制
H
町
内
で
先
生
し
た
が
般
は
9

月
初
日
現
花
に
お
い
て
鵠
件
、
山
例
年
川

則
に
比
べ
l
件
ド
凶
っ
て
い
る
・
し
か

し
似
符
は
同
激
の
犯
人
、
死
者
は
2
人

と
な
っ
て
い
る
、

が
般
の
お

一
当
事
訴
を
年
代
別
に
見

る
と
、
初
代
、
初
代
で
減
少
し、

刊
代

以
上
で
前
年
を
上
M
勺
た
。

ま
た
、
阪
川
内
別
に
分
．
帖
馴
す
る
と
、
肢

も
多
い
の
は
、
前
む
不
注
立
や
安
令
逆

転
義
務
違
U

は
な
ど
で
あ
る
が
．
わ
き
見
、

飲
柄
、
速
度
造
反
仁
よ
る
も
の
が

m加

し
て
い
る
ゐ
さ
ら
に
、
路
線
別
に
発
生
件

数
を
淵
べ
る
と
、
凶
道
8
号
線
が
紋’
U

多
く
は
件
を
敬
え
、
次
い
で
山
崎
人
持

線
と
．
制
H
H
か
広
く
は
泊
し
の
市
民
い
路

線
で
の
が
欽
が

m発
し
て
い
る
。

ぃ秋
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

こ
の
よ・
7
な
状
況
を
締
ま
え
、
秋
の

い
ハ
え
泌
安
全
運
動
は
、

9
Hけ引
日
か
・
り
初

日
ま
で
の
叩
臼
問
に
わ
た
リ
、
多
彩
な

い行
事
を
峨
リ
込
み
な
が
ら
展
開
さ
れ
た

町
内
で
は
．
b
作
M

門
川
体
の
協
力
を
川町

て
．
町
内
ぱ
山
カ
ソ
附
の
い
父
来
山
…
で
の
仇
的

交
通
指
川
悼
を
は
じ
め
．
凶
唱
…
来
安
全
協
会

や
婦
人
会
の
人
注
に
よ
る
交
泊
安
全
ビ

ラ
の
配
付
、
町
内
保
有
所
側
児
に
よ
る

が
依
防
止
ハ
レ

l
ド
仕
ど
か
行
わ
れ
た

パ
レ
ー
ド
に
光
だ
り
て
我
が
町
に
‘
中
沖

山
川
知
併
の
い
父
現
友
会
メ
，
セ
l
ジ
と
と

も
に
と
ど
け
ら
れ
た
よ
女
全
運
転
の
灯
ゐ

は
逓
動
の
盛
り
上
が
リ
を
期
し
て
・
．
A
陽

光
か
・
り
係
火
し
た
も
の
だ
が
．
期
間
中

役
場
人
口
で
櫨唱
さ
絞
け
た
6

ま
た
、
お
日
に
は
宮
崎
検
問
所
前
で

初
日
に
は
朝
日
派
出
所
前
で
、
婦
人
会

の
人
遣
が
無
事
依
と
安
全
．
速
転
を
願
っ

て
チ
ュ
l
リ
r
プ
の
沫
阪
を
配
っ
た

れ
、
小
校
、
職
場
、
世
子
M

砲
を
包
話
し
た

地
繊
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
立
識
の
向
川怖

が
課
題
と
な
る
。

と
も
あ
れ
、
交
通
安
全
運
動
の
期
聞

は
、
こ
の
期
間
内
に
交
通
事
依
を
忽
こ

さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

が
紋
防
止
へ
の
立
ぷ
を
高
め
る
絶
好
の

機
会
と
し
て
備
え
、
～
事M
砲
や
地
区
の
中

で
の
話
し
合
い
を
進
め
て
は
し
い
も
の

だ
．

家康みん怠で

突通安全会．を

開きましよう。

最i、」

議奴嬰謀議省証l~~
語3十、桜
議持主主際
：位j古川~~~
~li~九文
翠盟主出雲掛

近
年
、
町
内
で
し
陣
横
断
地
ド
歩
道
や

け川サ
な
ど
交
通
安
全
施
設
は
、
す
い
分

と
杭M
m
m
さ
れ
れ
’
z
に
も
か
か
わ
・
り
す
交

泊
や
飲
は
い

っ
こ
う
に
無
く
な
・
り
会
い

ニ
れ
は
、
引
の
巡
転
あ
っ
て
の
が
似

で
あ
れ
ば
逆
転
品
引
い
か
と
う
ぜ
ん
貧
め
・
り

れ
る
べ

5
で
は
あ
る
が
、

f
川m
－
t人

の
飛
び
出
し
ゃ
い
ひ
い
慨
…
川
町

山口
一松
山午
の

償
州
地
’
行
な
ど
総
則
や
マ
ナ
l
ん
守
・
り

な
い
・

τ・
に
起
附
す
る
が
似
し
民
i
J

え－
h
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－
｝
れ
ま
で
の
放
急
県

出
動
を
み
ま
す
と
、
本

来
の
紋
急
事
故
以
外
の

も
の
が
相
当
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
急
病
や
ケ
ガ
に
よ
る
以
急
車
の

誤
っ
た
利

mが
目
立
勺
て
い
ま
す
e

懇

い
例
で
は
、

。
夜
間
で
医
削
が
い
な
い
と
さ

。
寝
か
さ
な
く
て
も
よ
い
病
人

。
持
過
の
中
で
病
人
、
ケ
ガ
人
を
述

べ
る
と
き

。
数
急
車
の
出
動
日
時
を
指
定
し
て

の
依
頼

が
あ
り
ま
す
。
病
人
な
ど
の
状
態
を
正

絡
に
判
断
し
て
、
政
急
単
を
正
し
く
仙
は

い
ま
し
ょ
・
れ
も

消
防
演
習
は
日
月

7
日
で
す

朝
日
町
全
域

午
前
7
時

午
前
7
時
半
1
午
前

は
時

（消
防
車
サ

イ
レ
ン
吹
明
白
）

川別
U
町
消
防
凶
の
秋
字
抑
制
引
を
次
の

必
微
で
実
地
し
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
叫
し

ま
す
の
で
火
災
と
例
必
わ
な
い
で
ト
さ

t
 

日欠 I占
11.見Ji，汁
時
Ill! 

十一判明
一一応
…単
一瓶
一年
縦
一
宏
一居
一舷
一一俊
一一品品
田町
内

一二
U
G泊
叫
汁
－p
h
U桂ハい均五日・・
3L4ir－－－
L
f
h・a・－
eU時
わ
い
品
乃
い
4

．、ι－oui
－
甚
－
V
r山・．－
k
t
h
a
一－Y
1

・－一－：

ι川
…
作
公
共
職
業
安
泌
所
て
は
、
中
高
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
ν

年
船
名
の
口
機
則
の
安
定
を
図
る
た
め
、
な
お
、
事
業
五
に
は
外
的
の
助
成
絞

何
年
叩
月
を
「
中
高
年
齢
附
者
総
用
促
進
泌
制
度
等
が
、
巾
’
・リ
川
年
齢
附
お
の
打
に
は

川
間
」
と
定
め
、
定
年
延
長
の
促
進
と

各
M
刊
の
妓
助
制
度
い
か
あ
り
ま
す
り

市V
業
ヱ
へ
の
一桜
倒
勧
奨
、
中
山
年
齢
伸
行
ぷ
制
に
つ
い
て
は
、
安
定
所
の
窓
U

の
U
へ
の
帥
刷
業
あ
っ
旋
に
綿
一
鰍
的
に
取
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
く
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
品
川
さ
ん
の

川
月
1
日
f
）
幻
日
は

郵
便
貯
金
月
間
で
す

郵
政
省
で
は
、
大
蔵
省
や
’
H
寸
前
省
な

ど
各
省
庁
の
後
後
の
も
と
、
ω月
を
「
盟

か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

る
邸
便
貯
金
月
間
」
と
定
め
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

制
け
ら
れ
た
副
抑
制
限
貯
金
は
、
同
の
財

政
投
級
資
の
王
裂
な
資
金
と
し
て
、
h

紅

山
山
毛
の
建
設
、
公
害
の
防
止
、
生
活
環
境

の
前
段
備
、
ム
中
小
企
業

・
農
林
漁
業
の
近

代
化
、
必
路
・
鉄
道
の
建
設
、
文
教
施

設
の
拡
充
な
ど
幅
広
く
融
資
さ
れ
、
盟

か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
づ
く
リ

の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り

で
ソ
出
府
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
リ
岡
山
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
過
川
さ
れ
る
山
山
以
般
紙
民
金
の
改

：
J

、
，．b
a除
、

6
1
1
J
u
d
・－
－L
4
f主
eL
4入
7
1

J
M
r
h
r
－

t
マ、ト
H

ゾ
H
川

μ
ω
H
t
J
L
R

“ur
b
ddH

得
議
会
の

「山
山
県
紋
叫
山
口
金
山
ザ
門
部

んぶ
し
に
お
い
て
、
数
川
に
わ
た
り
悦
前
一

な
事
泌
を
示
ね
た
紡
州
市
．
0n
川
川
打
、

に
結
泌
を
取
り
ま
と
め
谷
山
中
さ
れ
た
も

の
で
す
e

こ
の
作
山
中
に
よ
リ
ま
す
と
新
し
い
ん
け
川

山
保
紋
叫
山
口
令
。は
、
日
制

3
・
0
8
l

川
で
こ
れ
ま
で
よ
り
1
5
7
川
、
中
に

し
て
5
・
3
7
%引
き
」
げ
る
こ
と
に

な

勺
た
ほ
か
、
時
間
制
に
つ
い
て
は
、

従
米
よ
り
も
紛
で
2
0
円
、
率
に
し
て

5
・
4
G
%
引
き
上
げ

3
8
6
円
と
い

う
内
谷
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ぺ
前
山
労
働
法
一
品
昨
日
刊
一
以
は
、
火
H

出
叩
に
広

づ
い
て
山
山
県
般
紙
日
全
を
改
正
す
る

決
定
を
し
、
町
制
限
公
ぶ
な
ど
を
は
杭
て
、
法

律
十
や
瓜
と
し
て
は
、
同
月
4
日
か
ら
効

力
が
・
や
し
じ
、
使
用
者
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
の
詳
し
い
こ
と
は
、
出
山
労
働
基
準
局

日
金
諜

（T
E
L
0
7
6
4
1
3
2
1

2
7
2
7
）、
ま
た
は
段
寄
り
の
労
働
法

準
監
管
者
に
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
』

昭
和
五
十
七
年

tj~ 

老

グ〉

凋
斗

qJEU寸

。今勺

l}j 

安

達

助

市

草

野

ス

サ

入
江
き
み
ゐ

平

崎

つ

弥

野
村
い
さ
み

山

本

よ

し

大

平

き

り

吉

江

み

つ

中
川

88 88 88 88 88 88 88 88 88 

商草 償 下中東上山
三 境山道 三崎
浦野 道新下浦町越

さえ
」

よ

日

勧進

朝朝
日肘日

老町
。ろ住

う 1¥:
ブ悩
支祉

会諜

粂や亀とよちちふよ干すち
次よ蔵みきよよよさ代ずや
88 88 89 89 89 89 89 89 89 89 89 89 

1街 笹上上 三 南竹 j益東 Iii・ 町
l)j 験校｛抵の泉市川市
川町 ！£僑滋内町野新｛法

十
両

24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

越波藤谷水岡犬九長佃
坂間田田島島田里井
二二 王玉
す郎ひ エツふ っき次き
て助ろイネさかよ郎よ

88 88 88 88 88 88 88 88 8お 88

下山 三 砕j 下 it'i・::・; H 竹
相官 枚保境積水 の
尾崎僑越 l毛田J崎山内

,,, 
IJI 
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監副議

妻議
員長長
ににに

山水清

氏氏氏

岡島水

賢

次保ニ

政

任
期
満
了
に
伴
う
、
町
議
会
議
民
選

挙
後
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
議
以
に
よ

る
、
初
め
て
の
町
議
会
臨
時
会
が
、
9

月
8
日
間
か
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
、

各
常
任
委
員
、
議
会
運
品
菓
宮
川
貝
の
選
任
、

お
よ
び
新
川
広
威
閣
組
A
H
議
会
議
民
を

選
出
し
た
ほ
か
、
監
K
葉
K
M
H
の
選
任
に

同
窓
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

・・・震

－
監
査
委
員

山

岡

政

次

｛閃
必
－

市時以
e

－八
－一
一の

町
議
九
日
必

5
M、
波
長
、
州
議
長
、

総
務
長
日
以
い
火
、
時
也
設
A
K
Heh
氏
、
開
発
公

社
特
別
会
以
一
以

~ 
清

水

賢

二

一
日
必
－

合
山
間
h
L
L
ハ

町
議
当
選
4
川
、

生
雰
u
H
U民

－
副
隊
長

制
決
υ氏
、
文
教
師
呼

（川

m
h
H
M）

~ 
水

島

保

『

M
ル
凧

）

。。
米j肖ffe.出

’員－資総 f申

マ'i'i_.:. .叫す：

ri：水派中

仙川
一－一
h
＼
し

町
織
当
選
3
同
、
総
務
委
口
氏
以

あ

ら

ま

以
3
川
口
、
継
続
事
脚
本
比
l
Mけ
の
決
定
が
な

さ
れ
ま
し
た
，

し

附
加
刊
訂
作

T
m
u
o
M例
日
町
議
会
宣
例

会
は
．

9
川
初
日
か
ら
初
日
ま
で
の
ん
ぷ

則
を
H
B
H
削
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た

ギ
一
必
例
会
て
は
、
開
会
U
に
決
算
、

補
正

f
鈴
な
ど
の
同
案
件
と
鰍
行
楽
件

か
l
向
上
れ
き
れ
、
従
来
則
山
説
川
と

泌
本
説
川
が
行
わ
れ
た
後
に
．
特
別
委

川
会
が
円
以
目
さ
れ
‘
句
作
特
別
委
以
い
か
選

任
き
れ
ま
し
た
，

そ
の
後
の
本
会
議
、
み
常
任
会
以
九
五

に
お
い
て
、
し
上
院
案
件
を
恨
飯
事
附
設
さ

れ
、
い
休
決
の
紡
川
本
そ
れ
ぞ
れ
U
叫ん七、

吋
決
、
必
事
訓
附
さ
れ
ま
し
た
－
次
い
で
．

地

U
N治
法
第
刊
条
の
規
定
に
ぷ
づ
く
、

h

山
一
捜
州
ボ
に
よ
る
条
例

一
郎
改
正
案
件

ゲ
山
川
卜
れ
き
れ
．
制
瓜
一本附泌
の
払
川
市

．小
川
決
き
れ
ま
し
た

（
一
般
会
計
）

－
制
口
町
一
一
般
会
社
歳
人
以
山
決
肺
野

（特
別
会
計
）

ま
た
、
陳
情
4
件
に
つ
い
て
は
、
同
体

－
判
日
阿
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
殺

人
ぷ
出
決
植
野

－
例
日
町
凶
民
健
康
保
険
ぬ
療
地
ぷ
給
一

川
珍
練
所
特
別
会
計
殺
人
歳
出
決
算

・
朝
日
町
出
民
健
康
保
険
診
機
施
設
計

的
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
段
出
決
算

・
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
施
設
成

珍
療
所
特
別
会
計
歳
入
城
川
決
算

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳

大篠

勝哲

t経夫

平田
爾
審
議
豪
雨

。。
イi水平深大字

吉勝

和｛呆勝実作次

総 JJ;崎校千回

知九：

凶
器
観
閲
働
問

。（QJ
水大山 j商 j可存

i:.~ iJ~ I品iJt:村山命

総光栄

政

次
j

i
、、

刷

m
u
N

畑
次
郎

( 6人）

() c 
i”I閉水ヂ A.l例

I・：芸品、
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i1'1・ f中旬｜生

危字日｜；勝

出
決
前
科

・
刺
日
町
南
保
外
一
一地
区
別
水
特
別
会

一
什
ぷ
人
歳
出
決
算

－
例
日
町
加
縁
結
特
一
川
子
資
金
特
別
会
計
段

人
必
出
決
算

－
初
日
町
保
健
文
化
賞
必
金
特
別
会
計

必
人
地
凧
山
山
決
算

（事
業
会
計
）

－
初
日
町
立
山
病
院
が
業
会
計
決
鉱

昭
和
幻
年
度

補
正
予
算

－・算 ~l 号制
（ 日 ） 日
第町店J
l簡 一
号易 般
） 水会

議計
械i
別正
会予

詰空
正第
予 3

・
・
金
だ
よ
り
＠

O
可
決
さ
れ
た
も
の

酒

井

栄

山

岡

政

次

清

水

賢

二

↓？－
l
i
l
i－
－

f
p
i
l
l
i－
－

h
l刊

～

議

長

尤

壬

あ

、

さ

つ

十

」

右

手

す

イ
J
d

し

ミ

イ

ヤ

一
へいれ
崎’

一

一

当

事

国

聞

朝

日

町
議
会
議
長

十

一
r
bJ
公
臥
副
司

清
水
賢
二
一

A

こ
の
た
び
の
組
織
議
会
に
お
き
ま
し
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

一

～

て

、

不

肖

手

議

長

の

要

職

を

ま

票

山

積

し

て

す

、
ニ
れ
ら
の
話

～

一
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
ら
の
浅
宇
非
J

は
、
町
当
局
と
議
会
が

一
九
と
な
っ
て

V

一
る
み
ま
し
て
責
任
の
重
さ
を
議
官
励
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

↑

A

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
の
似
条
で
が
、
町
民
俗
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
一

ん
あ
り
ま
す
1

誠
実
と
？
を
も
っ
て

き

得

て

こ

そ

、
解
決
定
る
も
の
で
あ
り
、

～

一
連
営
の
円
滑
化
と
高
船
化
社
会
の
到
来
そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
今
後
、
主

V

一

に

よ

る

を

か

い

器

等

の

充

実

化

に

お

宅

ご

不

満

な

副

主

々

あ

る

か

f

A

微
力
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
、
全
力
会
』
傾

と

存

じ
ま
す
が
、
そ
の
節
は
、
叱
時

一

ホ

日
正
し
て
、
当
町
の
発
展
に
を
す
い
た
す
激
励
を
賜
わ
り
た
く
、
紙
上
を
借
り
ま

「

一
決
立
で
あ
り
ま
す
υ

し
て
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
皆

V

一

罪

当

町

立

土

地
保
全
対
策
守
の
ご
健
勝
と
ご

Z
S念
い
た

↑

A

生
活
環
涜
の
骸
備
、

教
育
雄
設
の
然
備
し
ま
し
て
、
私
の
就
任
の
ご
後
拶
と
い
一

」
を
は
じ
め
ま
あ
る
産
業
づ
く
リ
な
ど
、
た
し
ま
す
。

V

一

千

1
4
1
4
i
t－
－

4
1
4
1
1
4
1
41
4
1
1
4
1
1
4
1
4
1
4
1
4
1
1
4
1
1
4
1
F

マ
朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例

一
部
改
正

審議日程
開会（会期決定，提案理由長

の説明．議案説明．特別委

員会設置）

本会議（質疑， 一般質問）

本会議（一般質問）

休会

環境厚生委民会

産業建設笹員会

t京成厚生委民会

休会

総務教育委民会

本会議 （各常任 ・特別委員

長総符．質疑．討論．表決）

日綜の追加（追加上位．提

案理由説明．議案説明．質

疑． 討論． 華民・決． 議員縫出

議案の上位．表決） 閉会

9月20日

9月21日

9 jj 22日

9月23臼

9 t124日

9 JI 25 l:l 

9 }J 26日
9月27臼

9 112おH
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る持関I
1牛通の
財 I克

彦界
の変

無~
i貧！の
貸件
し
｛寸
it 

附
す

議
員
提
出
議
案

γ吋岡崎

陳

－
地
滅
の
公
共
交
通
運
愉
確
保
に
関
す

る
意
見
書

劉
劉
毅
鰍
がJ
例

反
小叩M
か
M
r
m
恥
防
昨
M．
陀
比
防
町
民
政
町
出

・
夜
間
照
明
の
設
置
に
つ
い
て

－
台
風
刊
号
に
よ
る
水
稲
の
非
常
災
窓
口

に
つ
い
て

・
北
陪
新
幹
線
よ
不
正
地
店
内
の
通
過

反
対
に
つ
い
て

一一滋簿一議燭隣

・
地
十
刀
肉
川
市
法
第
問
条
に
よ
る
専
決
処

分
の
件
一
昭
和
計
年
度
朝
日
町

一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号

二

一一一議
議
団
鶏
惨

・
地
方
向
治
法
地
行
令
第
川
条
第
2
．取

に
よ
る
報
併
の
件
（
昭
何
回
年
度
朝

日
町
継
続
食
精
算
鍬
告
書
）

． 
線高気

2索
現E陸
に自
つ動
い車

て導
度÷：もた1
2示物｜
路広三’.....~ 

．．
 会
だ
よ
り
＠且

U
守
司

3
F
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議会だより

一宮口
J
J長リ

ova－．普・：．苦・
0

一UG－－対・・
6
・aLG．－483魚川一
一

歳
接
薄
型

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
．
認
定
、
可
決
、
ゑ
認
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
背
骨
質
の
過
引
に
お
い
て
、
次

の
南
京
望
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

1
．
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
酋
側
フ
ェ
ン
ス

が
低
く
、
球
技
運
営
ト
、
並
び
に
農

作
物
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
勘
案
し
‘

小
急
に
フ
ェ
ン
ス
ふ
舟
向
く
さ
れ
た
い

2
．
各
凶
地
一似
の
小
川
f
校
に
ぷ
叩
渇
さ
れ
て

い
る
使
間
照
明
地
設
の
利
用
に
際

L
．

付
近
の
住
民
や
農
作
物
に
投
ば
す
彩

憐
も
あ
り
、
使
川
時
間
を
厳
守
寸
る

・4
っ
、
間
知
徹
・
抵
さ
れ
た
い
の

ー
‘
州
制
日
中
小
校
に
生
徒
の
体
力
刷
強

仏
札
び
ル
わ
化
問
題
の
解
消
を

M
る

見
地
か
・
旬
、
ブ
ー
ル
控
設
に
鋭
立
努

力
さ
れ
た
い
む

4
、
保
行
料
の
H
H
主
に
L
T4

た

三

＼

川

定
資
産
般
の
山
め
る
訓
へ
H

を
い内
険
付

さ
れ
た
い

5
．
公
共
事
業
の
へ
札
に
際
し
、
え
υ
細

業
恥
刊
の
ぷ
場
も
防
本
し
、
議
以
が
関

与
す
る
法
人
等
の
発
注
に
配
立
さ
れ

た
い
ω

6
．
泊
動
朽
の
利
便
を
凶
る
た
め
、
駅

川
辺
の
出
刷
出
Tm吻
山
也
市
叫
に
鋭
立
努
力
さ

＆，a
司，F
，．
av

の
充
実
化
を
図
る
な
ど
の
子
だ
て
を

成
ぜ
ら
れ
た
い
。

6
、
浄
化
併
設
貨
の
山
中
前
十
刀
法
に
問
題

点
も
ム
り
、
県
下
の
山
町
村
で
統

一

的
に
取
り
ぬ
い
‘
日
収
総
け
の
十
刀
法
を
見

い
だ
す
よ
う
鋭
立
努
力
さ
れ
た
い
ω

7
、
山
病
院
に
あ
い
て
、
地
域
以
療
行

政
の
中
似
機
関
と
し
て
、

U
．舶
に
応

え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
人

事
向
の
体
質
改
善
を
純
一
鰍
的
に
凶
ら

4
4

’J、L
U

8
、
．h帥
の
定
都
問
題
と
併
せ
．
技
能

臓
の
．
1
T
U
化
化
が

uh比
九
、
と
り
わ
け
、

川
町
小
療
法
上
、
レ

ン
ト
ゲ
・
J

技
．帥、

協
似
止
符
技
師
の
附
開
削
除
に
鋭
む
努
力
さ
れ

た
い
・

以
ト
の
女
川
市
立
礼
が
議
案
待
合
の
治

れ
に
あ
っ
た
じ
円
、
制
撤
令
さ
れ
た
，

司
副
川
知
・
納
税
・・
納
・ぃ刈

叶子
ぷ
－
aHι
・－浮

：

一λ
産
業
建
般
委
員
会
川一一一

庁
内
海
・
浮
崎
町
・川
郡γ
0・
洋
一
焦
点
対
一
一
月
一
純
一

μ

付
吋
試
案
内
に
つ
い
て
は
、
以
来
ど
わ
ね

り
、
必
定
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

’
し
念
品
t
」
ト
～
含

な
お
、
事
伐
の
冶
れ
に
お
い
て
．
次

の
安
川
『
土
立
は
が
あ
り
ま
し
た
む

l
、
今
後
、
宅
地
分
泌
に
当
っ
て
は
、

宅
地
造
成
十
刀
法
を
は
抗
し
、
喰
価
て

供
給
出
米
る
よ
う
な
打
山
梨
を
曜
講
じ
・
句

’ι
・・
，．a・．マ
ム
・LV

2
、
公
叫
ん
川
地
の
許
制
化
刷
に
お
い
て
、

郎
、
西
町
や
治
水
町
で
公
共
用
地

の
機
能
が
発
隊
出
来
な
い
閉
山
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
、

U
T
急
に
普
後
策

を
議
じ
ら
れ
た
い
。

議会だより

一

〔

一

7
、
観
光
行
政
等
の
充
実
を
図
る
見
地

一

か
ら
、
行
政
組
織
の
会
体
を
見
直
し
、

白

且
取
大
の
効
果
が
発
槻
山
山
来
る
よ
ヲ
な

一
①
美
術
館
耐
の
展
示
品

機
織
改
日
中
に
取
り
組
ま
れ
た
い
ω

一
質
問

μ河
豚
美
術
館
が
小
動
堂
池
内

陳
情
の

「復
間
山
照
明
の
川
戸
川
市
に
つ
い

』

に
お
い
て
、
控
設
さ
れ
る
が
、
例

て
」
は
、
制
窓
妥
当
と
認
め
、
係
択
に

一

人
の
美
術
工
芸
口聞
の
み
展
示
す
る

決
し
た
円
、
鍬
此
目
さ
れ
た
ξ

一

の
で
は
な
く
、当
町
に
も
貴
重
な
美

1
・1
孔
引
J
1
11勺叶
j
e
－
－
汁
・
4
一

術
工
t
z
n
山
ぞ
持
う
て
お
ら
れ
る
万

同
＼
；
田
：
：
；
島
正
ι一
一

も
お
り
、
仏
診
美
術
館
に
岡
京

zj

h

j

？

？

？

a
 

にい
－U
－九
一－uいγ
じい・けいいいい一日じい
err－じ
－L
M
r
J
－

－

出
来
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

付
与
問
奈
川
に
つ
い
て
は
、
限
必
ど
お

一
答
弁

仏
刈
豚
美
術
館
に
つ
い
て
は
、

り
、
必
定
、

吋
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

一

将
米
、
制
M
町
の
文
化
の
拠
点
に

し
ま
し
た
，

一

し
た
い
と
F
Jえ
て
お
リ
、
例
入
の

な
お
、
事
伐
の
掛
れ
に
お
い
て
、
次

一

刈
布
物
に
阪
ら
ず
幅
広
く
展
γ

小
で

の
裂
泡
芯
比
が
桜
行
き
れ
ま
し
た
。

一

き
る
よ
う
、
制
力
的
に
取
り
釧
み

l
、
品
川
船
化
現
象
が

umし
い
当
町
の

－

た
い
u

実
州
川
市
午
を
勘
案
し
、
特
別
品
交
縫
在
人

一

佐
官
以
の
後
ぷ
実
現
化
に
向
け
、
鋭
立

一

①

老

人

医

療

費

似内
h

り
さ
れ
た
い

一

質
問

米

年
の

2
川
か
ら
仕
犯
行
さ
れ
る

Z、

ι人
制
い
品
添
付目
、
紙
一的
的
停
間

一

ε人
保
健
法
に
よ
工

、

t人
似

も
さ
る
ニ
と
な
が
ら
、
出
品
川
い
れ
の
札

F

療
伐
の

一
部
が
れ
付
料
化
さ
れ
る
が
‘

会
参
加
が
山
手
勾
－

qき
が
い
地
円
以

一

出
町
で
は
、
従
米
いと
お
リ
の
無
料

に
も
い
一
鰍
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い

一

化
に
鋭
立
努
力
さ
れ
た
い

川
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ハ
ー
に
よ
る
、
泌
た

－
答
弁

巴
人
似
位
訟
の
施
行
に
け
け
7

i
t人
専
の
必
間
行
会
科
制

一

長

代

の
一
校

出

、

県

で

も

伐
に
け

L
、
従
朱
ど
お
り
、
無

料

化

一

付

策

多

Y
Jえ
て
お
り
、
川
け
小
に

に
鋭
・
必
努
力
さ
れ
た
い
句

－

ト
刀
針
山
川
山
る
や
に
聞
い
て
お
り
ま

4
、
い
け
川
削
除
い
務
川
内
部
h

日’
X
町

一

す
が
、
他
の
市
町
村
的
動
向
等
を

付
制
戊
ル
河
川
’
川
さ
に
険
J
き
れ
た
い
、
F

勘
案
し
な
が
ら
、
安
引
に
応
え
る

5
．

t人
健
康
珍
断
手
に
つ
い
て
、
在

一

ょ・
7
努
力
し
ま
す
v

人
似
健
法
の
制
定
に
よ
り
、
子
同
地

一

策
吟
に
初
戦
け
し
な
い
よ
・
1
、
似
一
位
制

一

①

資

材

運

搬

道

路

3
．
都
市
計
幽
道
路
の
泊
、
路
町
線
は
、

一

現
実
を
ふ
ま
え
、
特
別
養
護
老
人

理

泊

致

委

幹

線

道

路

で

こ

①

無

雪

害

計

画

整
主
設
す
る
た
め
の
調
査
費

リ
、
交
通
安
全
等
の
は
地
か
ら
、
鉱

山
質
問

今
般
、
無
弁
当
術
造
り
討
酬
を
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ

野

町

た

ん

土
線
開
通
に
向
け
、
鋭

一

日
然
記
さ
れ
た
が
、
以
前
に
凶損

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

の

内

谷

を

お

開

立
努
力
さ
れ
た
い
e

F

れ
て
紙
以
に
な
ウ
て

い

る

、

流

勺

か

せ

闘

い

た

い

。

4
、

2患
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

一

議
を
ど
の
よ
7
に
処
世
さ
れ
る
の

答
弁

今
固
め
術
正
予
算
に
特
別
養
護

農
業
似
拠
地
械
の
比
瓜
し
等
も
勘
楽

F

か
し

主
人
施
設
の
調
k

究
費
を
計
上
し
た

し
な
が
ら
、
山
米
る
だ
け
引
く
指
定

一
答
弁

流
高
で
な
く
、
消
妥
波
を
の
は
、
当
町
の
人
口
惜
成
割
合
で
、

山
山
米
る
よ
う
脈
極
的
に
取
り
組
ま
れ

一

取
り
付
け
た
い
と
思
勺
て
い
る
匂

臼
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
、
県

た
い
a

一

下
の
町
で
も
ト
ッ
プ
に
あ
る
現
状

一

5
、
三
時
ス
キ
｜
場
に
、
常
時
、
り
動

一

①

特

別

養

種

老

人

施

設

を

ふ

ま

え

、

機

極

的

に

取

り

組

む

一

手

行

け

る

4
7
露

払

等

に

一
質
問

当
町
の
商
品
附
化
現
象
が
符
し
い
た
め
の
望
稜
で
あ
り
ま
す
。

一

鋭
立
似
力
・
刀
さ
れ
た
い
。

f
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i・
e・－
i
i
i・
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

1
1
L

6
、
観
光
開
発
事
業
は
、
h

父
泌
の
利
便

件
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
作
を
呼

べ
る
よ
・
7
な
観
光
地
に
絞
り
、
集
中

的
に
開
発
す
る
む
向
で
検
討
さ
れ
た

7
、
特
産
物
と
し
て
力
を
柱
い
で
い
る

イ
ノ
ブ
タ
は
、
小
山
妥
に
供
給
が
追
い

つ
か
な
い
現
状
を
ふ
ま
え
、
飼
育
農

家
の
山
口
成
に
鋭
立
努
力
さ
れ
た
い
υ

次
に
、
陳
情
の

「台
風
叩
サ
に
よ
る

水
析
の
非
常
災
み
に
つ
い
て
」
は
、
制

立
妥
当
と
訟
の
ほ
択
と
決
し
た
行
、

制
限
行
さ
れ
た
，

；

－

j
 

べ
北
陸
自
動
車
道
銃一一一班点

目
＆・＝
，
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E

肘
対
陳
情
一測
感
情
冶
……
一

A
F
則
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
か
ら

付
託
さ
れ
た
、
陳
情
案
件
の
「
尚
述
北

陸
山
H
動
車
道
崎
地
区
海
停
路
線
の
邸
主
市
民

に
つ
い
て
」
は
、
減
般
の
事
情
等
を
勘

案
の
？
ぇ
、
地
融
続
富
市
炎
に
す
べ
き
も
の

a:: 
E司

般
質
問
の
中
か
ら
〕

と
決
し
た
円
、
鰍
恥
け
さ
れ
た
v

，J
JMA
J
勺・，H
1
A
1
1
u’l
U
1
J
4J

円
。ι
泊
斗

一河
内語””
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a・e
u
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νn．～a－e
JN時
白
白・．

〕一

有
無
一
特
別
浸
辺
旬
以

今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
か
ら

付
託
さ
れ
た
、
陳
情
案
件
の

「北
陸
新

幹
線
大
家
山
地
区
内
の
通
過
反
対
に
つ

い
て
」
は
、
朝
日
町
を
2
分
す
る
よ
う

な
ル
ー
ト
に
以
付
す
る
と
の
一士一一

内
山
り

を
品
開
立
安
当
と
必
め
、
日
休
以
と
決
し
た

行
制
限
公
さ
れ
た
。

総
統
制
州
議
態
副
総
鐙

抗
議
ww籍
制
知
識
誕
M
6犠
信
拠
M
W
一

一義
務
総
撚
会
移
設
加
。置
抑制御
一

布
。』
受

g
v
’B
，me弓
ρ
pg
b
唱。
－

E
，。ρ
，。e
一

朝
日
町
議
会
に
、
次
の
特
別
蚤
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

守
c
a
f・5
J・5
2
3
2
3
2
3
2
3
2令

一
特
別
委
員
会
委
員

…

、ど
5
J
S
J
S
J
S
J，‘、
・2
3
2
3必

－
a会
だ
よ
り
＠

・
！
！
！

1
！
！
！
！
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！
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1
1
1
1！
1
1！
1
1
J

答
弁

定
住
化
の
具
体
施
策
と
し
て
は
、

一

就
業
機
会
の
鉱
大
と
住
宅
対
策
な

一

の
で
関
係
会
主
占
…
施
策
と

一

し
て
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

－

る
。

一

①
泊
病
院
の
体
質
改
善
一

質
問

泊
病
院
の
位
澄
づ
け
を
地
域
住

一

民
の
健
康
を
守
る
中
um機
関
と
し

一

て
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療

一

体
制
に
す
る
た
め
、
体
質
改
善
を

一

凶
ら
れ
た
い
。

－

答
弁
的
病
院
を
地
一
医
療
の
拠
点
と

一

し
て
、
佐
山
市
づ
け
を
確
立
す
べ
き

一

で
あ
リ
、
今
後
の
医
療
は
、
治
療
、

－

訟
を
兼
備
し
た
医
療
体
制
が
必

一

安
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
病
院
長

一

と
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
は
兼
務
す

E

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
実

一

現
化
に
向
け
鋭
利
忠
努
力
し
た
い
。

一

①

公

報

の

発

行

一

質

問

町

民
に
行
政
等
の
情
報
を
遺
跡
m
－

に
？
、
多
〈
知
ら
せ
る
見
地
か

一

句
、
公
報
発
行
会
』
間
話
の
川
l
回

一

か
ら
2
副
に

m・7
こ
と
が
出
来
な

－

L

ヵ

－

答
弁

公
報
発
行
を
現
士
伎
の
月
l
固
か

一

ら
2
凶
に
す
る
こ
と
は
、
現
時
点

－

で
は
、
百十
い
維
な
市
中
て
あ
り
、
今
後、

一

同
刑
判
と
い
・
ヲ
こ
と
に
力
点
を
遣
い

F

て
い
き
た
い
。

一

質
問

朝
日
小
川
第
一
、
第
二
尭
電
所

鐙
設
の
た
め
、

9
月
l
日
か
ら
工

事
も
務
工
さ
れ
て
い
る
が
、
資
材

運
徹
道
路
に
予
定
し
て
い
た
、
ス

ー
パ
ー
農
道
建
設
が
遅
れ
て
お
り
、

資
材
運
般
道
路
の
確
保
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

ス
ー
パ
ー
農
道
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
予
定
よ
り
も
迎
れ
て
お
り
．

資
材
運
綴
道
路
は
既
存
の
道
路
を

利
用
せ
rcる
を
得
な
く
、
関
係
地

凶
棋
の
方
と
も
十
分
協
議
し
、
交
通

安
会
専
に
細
々
の
日任
意
を
は
ら
い

た
L
。

①

都

市

計

画

街

路

質
問

都
市
計
断
道
路
の
的
、
桜
町
線

の
全
線
開
通
は
い
つ
切
に
な
る
の

．刀

答
弁

会
線
開
通
に
向
け
、
鋭
意
努
力

し
て
い
る
が
、
川
鉄
ア
ン
ダ
ー
い
体

制
等
の
問
題
も
あ
り
、
今
後
任
パ
、

制
力
的
に
取
り
組
み
、
全
線
開
通

化
を
図
リ
た
い
り

①

若

者

の

定

住

質
問

当
町
の
人
H
動
態
は
・
州
船
化
現

象
が
符
し
く
、
そ
の
原
凶
の

↑
要

素
と
し
て
、
桁
者
は
織
が
な
く
流

出
し
て
い
る
が
、
－
人
で
も
多
く

定
住
す
る
胞
策
を
y
fえ
て
い
る
か
。

。
t
h虻
川

M

一uk

0
4刷
会

μ以

総
合
開
発
環
境

川

調
査
特
別
委
員
会
け

。
酒

井

O
深

紙
大

沢

山

本

丘

篠

田

大

平
み

崎

初勝哲寅龍

雄 t唯夫 吉 松ちた栄

開
発
公
社

川

特
別
委
員
会

ω

戸Iイii青山~~
村締水！詞 i家 l崎

j尚昆賢政能匁1

光手n二次 一 勝

凋
U
寸
司

3
F
O

①

夜

間

照

明

施

設

質
問

各
地
区
の
小
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
、
夜
間
照
明
治
設
を
、
未

設
誼
校
下
に
設
置
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

答
弁

未
設
置
地
区
は
3
地
厚
め
リ
、

そ
の
内
、
山
崎
地
区
は
回
年
度
に

設
置
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
五

箇
庄
と
南
保
地
区
に
つ
い
て
も
早

期
設
置
に
鋭
意
努
力
し
ま
す
。

北
陸
自
動
車
道

川

対
策
特
別
委
員
会
川

。。
iuf m大水子水

畑
次
郎

勝

次
け本雄字光

村，，， ¥ !::; mぬ
i宵｛~I 勝

（肉 声す北
大米深山活活 ！策隆

平丘絞関係井 l特新
別幹
委線
員
主』
ヱ三

( 6人）

政弘：

f乍 古実 次和栄

古・ 3気

＠ 



輔聾麗
町県民税
3期分

向
陽
町
団
地
内
の
第
2
後
町
営
住
毛

（
家
賃
月
2
万
2
千
円
）
が、

て
戸
空

家
と
な
り
ま
す
の
で
入
信
希
望
さ
れ

る
方
は
、
叩
月

n
Hま
で
役
場
鐙
設
課

へ
申
込
ん
で
下
き
い
η

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選

と
い
た
し
幸
手
。

（入
一脈
者
の
資
格
｝

村
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
訂
す

るい
n

－
ω現
に
同
M
m
し
、
ま
た
は
同
肘
し
ょ
・
1

と
4v
る
続
肢
が
あ
る
こ
と
（
事
実
上
時

姻
関
係
と
同
僚
の
学
怖
に
あ
る
者
、
そ ii緩

の
他
婚
姻
の
予
定
者
を
含
む
。）

日
政
令
で
定
め
る
基
準
の
収
入
が
あ
る

こル」。

回
現
に
住
宅
に
閣
制約
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

場
所
：
・
平
柳
地
内
（
国
鉄
泊
駅
前
）

情
造
・
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
4
階
建

室
崎
構
成
：
・6
帖、

6
帖、

U
帖
、
便
所
、

浴
室
、
サ
ン
ル
ー
ム
、

ベ
ラ
ン
ダ

～
ば
．
山
積
・：
6
5
・
2
9
M

な
ト
心
、
ぶ
し
い
ニ
と
は
、
役
場
往
設

諜

（
合

3
1
1
1
0
0
内
線
四
）
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施

市
山
県
弁
護
士
会
で
は
、
山
月
山
日

（火
）
に
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
お
気
終
に
わ
ね
い
で
く

だ
さ
い
。

0
日
時

同
月
刊
日

（火

A
行

政

相

談

日

時

第

1
・
3
火
山
時
日

午
前
日
時
i
午
後
3
時

朝
日
町
一
悩
社
セ
ン
タ
ー

川

十

孫

一

（

E
3
1
0
0
5
0）
 

m .t.必
J炎
H所

H 

肉

中IIJ~； 

談
H 1i1j・ 

ご案と

A
心
配
ご
と
相
談

時

’
昨
週
火
山
m
H

午
前
川
時
1
午
後
3
時

川
明
日
間
M
M
m
L
T
ン
タ
｜

（宮
3
1
0
5
7
6）

tめ

J’iJr 
ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

①
日
時i ~~ 
第
1

・3
月
似
H

午
前
川
時
i
午
後
3
時

県
都
市
中
央
公
民
館

第
1

・
3水
桜
日

午
前
叩
時
i
午
後
手
時

県
魚
津
総
合
庁
舎
内

魚
津
地
方
県
民
相
談
本

午
後
l
時

1
4時
ま
で

O
場

所

福

祉
セ
ン
タ
ー
会
議
本

O
担
当
弁
謹
士
久
保
精

一
郎

弁
議
士

夫
：／~·：婦人、
：年：そ~： ~~ 
句ぺろ－；；：
ヲケ．ずつ、、

をて

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に
は
、
ご

主
人
が
職
場
で
加
入
し
て
お
ら
れ
る
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
、
あ
る

程
度
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
年
’
老
い
た

と
き
や
、
災
鯵
に
あ
っ
た
と
き
の
生
活

券
、
支
え
る
に
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

中
草
野
団
地
分
譲
申
込
受
付
中

O
一
般
分
譲
住
宅
：
：
：

5
一戸

O
特
別
分
譲
住
宅
・
・
・
・
・
・
3
戸

分
譲
価
額
（
｛
毛
地
＋
建
物
）

1
5
3
0万
円
1
1
8
1
0万
川

宅
地
耐
績

8
6
・
9
4
M什
｛

2
8
6
・
9
．寸

1
9
5
・4
2
W
｛

3
1
4
・9

0
．町
）

O
佐
官
の
怨
築
に
つ
い
て
は
、
公
社
側

面
1
2
0
の
プ
ラ
ン
の
中
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

O
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
は
、
お
山

県
住
宅
供
給
公
社

（富
山
市
市
川
僑
北
町

町
鍵
衝
鹿

4
番
目
号
宮
0
7
6
4
H泣
1
5
1
3

1
1
3
）へ
。

締
め
切
り
迫
る

f

文
化
の
香
り
高
い
町
づ
く
リ
を
め
ざ

し
、
第
3
回
朝
日
町
美
術
協
択
を
叩
月
汎

日
よ
り
日
月
3
日
ま
で
、
州
制
H
町
一
愉
祉

セ
ン
タ
ー
－
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

申
込
み
締
め
切
リ

（
叩
月
初
日
）
ま

で
、
あ
と
の
こ
す
と
こ
ろ
刊
日
ば
か
り

と
な
リ
ま
し
た
。
町
民
各
位
の
応
募
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
み
留
守
の
問
い
合
わ
せ
は

朝
日
町
教
育
委
員
会
電
話
（
2
u
1
1

0
4
）
、
朝
日
町
一悩
祉
セ
ン
タ
ー
電
話
（

3

H
0
5
7
5
）ま
で
お
ね
が
い
し
ま
す
。

な
お
、
小
中
午
校
の
作
品
展
も
同
時

に
開
催
さ
れ
ま
す
g

※
申
込
み

叩
月
初
日

※

嫌

入

ω月
刊
ω
日
日
時
1
幻
時

※
会
期
日
臨
時

日
月
訂
日

i
U月
2
日

J
与
0
・f
i
O
寺

，、‘
u
p
q
u
ι
J
4
9
u
u
F

H
月

3
B
9時
却
分
i
灯
時

※
表
彰
式

日
月
3
日
同
時

※

搬

出

口

付

3
日
げ
時

i
m時

て入
加はしそ
入いてこ
しか自で

手が分での奥
とし年、き
よ金1ん
将うを’も
釆かお．固
ご持民
主 ち王手
人に金
はなに
厚 つ加

！~ －－－九九t会
ξ ー p

－ζ－－ 。
ξ . ~ 
ぐ4詮.~ 
ξ 孟且 ~
ξ ，a 止、喧円・ ;> 

iょ；
；り；
t,; ........匂a

生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
、
奥
さ

ん
は
国
民
年
金
か
ら
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て

老
船
年
金
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
災
般
に
あ
っ
た
と
き

三
家
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
午
後

2

時
出
発
レ
ド
役
場
前
午
後
2
時

初
分
到
着

4
、
募
集
人
員

日
名
（
定
員
次
第
締
切
り
）

5
、
叩
月
初
日
（
火
）
ま
で
、
観
光
協

会
事
務
局
3
1
1
1
0
0内
線
日

（役
場
産
業
課
観
光
係
内
）

6
、
機
行
品
中
食
に
ナ
メ
コ
汁
を
用
意
し
ま

す
の
で
、
お
わ
ん
、
は
し
、
お

に
ぎ
り
会
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

は
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
、
ァ

け
ら
れ
ま
す
。

年
金
を
フ
け
る
に
は
、
き
め
ら
れ
た

期
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
も

配
偶
者
期
間
と
し
て
通
算
さ
れ
、
大
変

年
金
が
う
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

1
ヵ
月
5
千

m円
で
、
あ
な
た
の
し

あ
わ
せ
な
明
日
を
築
い
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
係
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

里
親
さ
ん
募
集

家
庭
に
宮
岡
崎
ま
れ
な
い
子
供
た
%
が
、

単
線
さ
ん
を
求
め
て
い
ま
す
υ

特
に
、

対
矧
聞
の
あ
い
だ
子
供
を
あ
ず
か
る
、

「短
期
里
親
」
主
募
集
し
て
い
ま
す
。

皇
続
安
希
望
さ
れ
る
方
は
、
朝
日
町
社

会
福
祉
協
議
会
8
3
1
0
5
7
6
へ
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

年
賀
は
が
き

円
月
5
日
発
売

日
年
新
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が

き
は

ω同
と
寄
附
金
っ
き
年
賀
は
が
き

川
町
円
の

2
種
類
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

寄
附
金
っ
き
は
が
き
は
裏
而
に
飛
湖
、

春
の
か
ご
、
献
寿
の

3
種
類
の
絵
入
り

は
が
き
で
非
常
に
優
維
で
年
賀
状
に
ピ

ツ
タ
リ
で
す
。

…訪
湖
砂
川…
ど
…一一九
”冷

ロボ
フ
ル
一一ケ沿線中………
…

………い
と…存
…知
芯
ず
か

iJU
登
録
志
一
一…………
一

紅
毛
の
一
人
ぐ
ら
し
老
人
等
で
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
方
に
、

定
期
的
に
食
事
－
洗
た
く
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
健
全
で
安
ら
か
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

V
食
事
サ
ー
ビ
ス
と
は

山
町
見
配
吋
楽
宛
で
調
理
さ
れ
た
中
食
を

毎
月
第

1
・
3
火
曜
日
に
配
食
す
る
。

V
洗
た
く
サ
ー
ビ
ス
と
は

毎
週
火
山
崎
日
の
午
前
中
に
洗
た
く
物

を
集
め
、
次
週
の
火
曜
日
に
舟
見
事珂

楽
苑
で
洗
た
く
し
、
配
達
し
ま
す
。

洗
だ
く
す
る
物
は
、
毛
布
・
カ
バ
ー

ン
｜
ツ
・
夜
ま
さ
・
下
積
等
で
、
洗

た
く
物
を
出
し
て
か
ら
受
領
す
る
ま

で
l
遡
間
か
か
り
ま
す
。

以
上
Z
つ
の
サ
ー
ビ
ス
疹
希
望
さ
れ

る
ん
は
、
役
場
住
民
一
制
祉
課
へ
出
店
内
村
し

て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、

食
事
・
洗
た
く
サ
ー
ビ
ス

の
集
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
募

集
し
て
い

ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
谷
は
、

V
食
穆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
に
舟
見
事
吋
楽

ぬ
か
ら
配
達
さ
れ
る
中
食
を
役
場
か

ら
対
象
の
老
人
毛
に
配
り
、
食
事
ゐ
’

の
話
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
。

V
洗
た
く
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
に
対
象
家
庭

か
ら
洗
た
く
物
会
集
め
、
午
前
中
に

役
場
窓
U
に
と
ど
け
、
次
週
の
火
曜

日
に
役
場
窓
口
か
ら
洗
た
く
さ
れ
た

物
を
対
象
字
妊
に
配
達
す
る
。

以
上
2
つ
の
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
J
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住

民
愉
祉
謙
一
愉
祉
係
（
宮
3
H
1
1
0
0

内
線
部
）
へ
。

教
育
相
談
を
受
け
て

教
育
相
談
会
を
8
月

3
日
よ
り
開
設

し
て
わ
ね
り
ま
す
。
月
毎
に
相
談
件
数
も

mえ
、
相
談
員
も
は
り
き
っ
て
お
り
ま

す
。
背
少
年
問
題
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
、
朝
日
町
教
育
セ
ン
タ
ー
（
旧

し、

ま
す

A
人
権
法
律
・
登
記
相
談

時

叩

月

刊

H
｛火）

－十
後
l
時
l

fを
4
時

制

H
町
。悩
靴
セ
ン
タ
ー

入
住
機
満
州
安
い
N

し
仁
川
窓
・一

（宮
2
1
0
I
2
7｝

I
1
川

尚

η

（
宮

2
1
2
1
6
4』

t
，p
－

u
 

（宮
2
1
1
0
3
4｝

泊
中
学
校
）
宮
3
1
0
2
7
9
へ
連
絡

し
、
指
－T
小
を
ヲ
け
て
く
だ
さ
い
。

電
話
・
手
紙
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
面
接
に
よ
る
相
談
は

刊
月
5
日
・
日
日
及
び
日
月
9
日
・
凶

臼
の
午
後
6
時

1
7時
の
間
で
す
。

・8しら
せ
か
わ
ら
版

⑪ ⑪ 
凋
U
寸
司

3
マ
／
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町内対抗ソフトポール

大会優勝

松涛町チ ーム

7
川
5
け
か
・
り
2
か
け
聞
に
も
減
る

第

6
M帆

u町
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
ム
V
AP

谷
町
内
か
ら
の
参
加
チ

i
ム

は
笑
に
河
チ

l
ム
。
初
め
て
の
健
勝
で

す
。
非
協
に
苦
し
い
戦
い
の
連
夜
で
し

た
が
全
然
負
け
失
A
は
し
ま
せ
ん
で
し

れ，
百
他
チ
ー
ム
以
主
に
我
が
チ

i
ム
は
、

団
粉
刀
が
あ
る
井
泊
心
っ
た
か
ら
で
す
。

我
が
町
（松
涛
町
）は
新
興
町
な
の
で

J
字
、
の
貌
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
の

町
内
会
精
神
で
町
内
行
事
に
各
家
が
・
－ 郎さん

企看績に近い方'ff'校野所長さん

カ
に
悠
却
す
る
と
と
も
に
今
後
も
よ
り

一
桝
の
御
ぶ
級
を
胤
い
ま
す
」
と
必
勺

て
お
・句
れ
ま
し
た
“
そ
の
ぶ
し
ぶ
リ
も

い仰
か
で
、
加
国
り
な
人
Mmを
が
す
よ
う
で

と
ゥ
て

L
M悠
が
持
て
ま
し
た
，

ぞ
勺
て
参
加
し
、
ま
た
体
協
役
H
H
の
献

身
的
な
ス
ホ
｜
ツ
般
進
に
も
ニ
ぞ
り
て

協
力
す
る
と
い

勺
た
悦
に
和
気
ム
い
あ

い
の
決
し
い
町
内
で
す

そ

う

し
た
日

叫
か
ら
い
川
か
わ
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
き
で
、
法
下

一
人
ひ
と
り
が
九
々
を

い
い
似
し
、
什
－げ
の
村
山
叫
を
火
吹
を
恐
れ

ず
、
自
信
を
持
ゥ
て
前
向
き
に
進
ん
だ

川桁附ポ
の

vー
で
あ
勺
た
と
思
い
ま
す
。
日必

予
の
み
な
さ
ん
大
変
御
舟
労
係
で
し
た
。

ま
た
．
忙
し
い
小
選
予
期
的
討
を
激
励

応
促
に
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
勺
た
町
内

の抗
日
係
本
当
に
街
脚
ゆ
っ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
仏
み
よ
い
川
る
い
町
作
り
に
ま
い
進

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

且
斗

q
vno

－
み
ん
怠
の
広
揖

＠ 

、J
、J
「メ、
，j「J
「メ、J
、J
「メ、
l
j

、J
、J

ハ
掬
仇
想
⑨
鬼
園
小
E
J
U

f
tk
fik
f
k
f
l
k
yl
k
ftk
fl
k
yl
k
fl
k
ftk
fl
k
y
k
 

「
お
年
寄
り
を
大
切
に

私
達
だ
っ
て
や
ガ
て
は
老
人
に
L

今
月
の
表
紙

泊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

泊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

は
泊
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
を

対
象
に
、
昭
和
五
十
三
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
線
開
は

ω週
土
曜
日
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
中
心
に
そ
の
他
体
力
づ
く

り
に
な
る
も
の
を
い
ろ
い
ろ
取
入
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
、

一
番
の
悩
み
は

所
属
市
町
村
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
少
年

団
が
な
い
の
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
で
き

な
い
こ
と
で
す
s

し
か
し
昨
年
尼
崎
市

か
ら
パ
ト

・
卓
球
少
年
団
が
当
所
へ
交

歓
訪
問
し
た
際
、
初
め
て
の
対
外
試
合

を
絞
験
し
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

一
層
の

作
品
聞
は
朝
日
町
沼
保
8
7
6
の
湾
泉
士
日

治
先
生
（
泉
よ
し
は
る
）
で
す
。

－
』
の
品
川
や
8
歳
の
子
供
が
削
ヵ
所
の

慰
問
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
関
東
地

方
や
北
陵
地
方
で
話
題
に
な
り
、
新
聞

や
ラ
ジ
オ
で
紹
介
し
て
的
き
ま
し
た
。

ま
た
、
励
ま

υめ
お
手
紙
を
阪
い
た

り
皆
僚
か
ら
の
噛
が
い
応
媛
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
私
は
母
と
同
じ

考
え
で
す
が
、
お
年
寄
り
の
心
の
い
た

み
の
分
る

（傷
心
）
健
康
な
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、楽
し

い
我
が
家
で
お
年
寄
り
と
共
に
明
る
い

暮
ら
し
が
で
き
た
ら
、
最
高
の
家
庭
だ

と
思
い
ま
す
e

時
代
が
変
り
ま
し
た
今
、

苦
労
さ
れ
ま
し
た
お
年
寄
り
に
感
謝
の

心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

私
達

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
あ
る

心
、
夢
の
あ
る
心
、
笑
い
が
い

っ
ぱ
い

の
心
会
持
ち
、
そ
の
豊
か
な
心
で
お
じ

い
ち
ゃ
ま
、
お
ば
あ
ち
ぞ
ま
を
大
切
に

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
朝
日
町

の
沢
山
の
皆
機
、
暖
か
い
応
援
を
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
休
み
に
は
、
慰
問
活
動
を
続
け

ま
し
た
ι

杉
崎
世
史
子

（
8
歳）

（月
山
新
西
村
周
作
さ
ん

の
お
孫
さ
ん）

私
は
、
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ま
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ま
が
大
好
き
で
、
ふ
と
思

い
つ
い
た
の
が
、
演
歌
を
叫
ホ
ヲ
市
宇
の
好

き
な
私
は
、
沢
山
の
お
年
寄
り
に
会
っ

て
、
お
年
寄
り
と
共
に
お
な
か
の
底
か

ら
好
き
な
歓
を
歌
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
こ
で
計
画
を
立
て
ま
し
た

の
が
、
全
国
の
老
人
ホ

l
ム
、
老
人
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
百
ヵ
所
を
慰
問
す
る

こ
と
で
す
。
小
学
校
を

一
日
も
休
ま
な

い
事
を
約
束
し
て
、
夏
休
み
に
入
っ
て

施
設
を
回
り
始
め
ま
し
た
。
母
が
カ
セ

ッ
ト
を
手
に
持
ち
、
私
は
衣
裳
ケ
l
ス

を
持
っ
て
、
親
子
で
歌
の
旅
が
始
ま
り

ま
し
た
。
一

時
間
で
私
が
演
歌
を
初
出

歌
い
、
母
は
司
会
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

は川
・宇
一県、

新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川

県
の
地
設
を
刊
か
所
回
っ
て
4
4
ま
し
た
。

陶
の
中
に
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
幽

「時

は
流
れ
る
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
た
く
ま

し
く
生
抜
い
て
来
ら
れ
た
明
治
生
ま
れ
、

大
正
生
ま
れ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ま
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ま
に
感
謝
の
意
味
の
歌
で
す
。

沢
山
の
お
年
寄
り
が
涙
ぐ
ん
で
聞
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
闘
の
作
詞
、

て
削
か
所
を
U
ぎ
し
て
一
駅
伝
り
ま
す
。

沢
山
の
わ
ね
年
寄
り
が
「
時
は
流
れ
る
」

の
仰
を
聞
い
て
安
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

深
泉
先
生
ど
・
ヴ
も
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い

，、

....う杉崎世史子ちゃん

励
み
と
な
リ
ま
し
た
。

団
長
は
女
子
ば
か
り
で
す
が
、
償
山

三
明
先
生
の
指
摘
市
の
も
と
全
員

一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

－
ゐ
ん
怠
の
広
揖

＠
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「
不
夜
城
」
出

現

犬
家
庄
の
三
枚
橋
地
内
で
は
近
頃
、

夜
の
空
が
非
常
に
明
る
い
。
こ
れ
は
、

同
地
内
の
藤
田
慎
一
さ
ん
他
5
戸
の
施

設
関
芸
農
家
が
、

8
月
下
旬
か
ら
電
照

菊
の
栽
常
に
入
っ
た
た
め
だ
。

電
照
菊
は
、
日
間
明
一
時
間
が
長
い
と
開

花
し
な
い
菊
の
習
性
会
ヤ
利
用
し
て
、
市

場
価
位
閣
の
比
較
的
よ
い
ク
リ
ス
マ
ス
や

正
月
に
生
花
用
の
切
花
と
し
て
出
荷
す

る

4
ヲ
抑
制
栽
培
す
る
も
の
。

夕
方
に
な
る
と
、
幅
凶
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
6
メ
ー
ト
ル
の
大
型
ハ
ウ
ス
に
は

一
斉
に
点
灯
さ
れ
、
夜
空
歩
盆
山
す
。

ま
た
お
描
怖
の
ハ
ウ
ス
は
、
約
1
9刊
0

0
個
の
電
灯
で
明
る
く
、
美
し
く
浮
か

び
上
が
り
、
さ
な
が
ら
「
不
夜
城
」
の

感
さ
え
飽
か
せ
る
。

J II 
． 
海

を

き

れ

ば
く
は
、
こ
の
間
バ
ケ
ツ
に
い

っ
ぱ

い
人
勺
た
生
ゴ
ミ
を
、
川
へ
す
て
る
の

を
ぐ
7
ぜ
ん
比
た
e

そ
の
時
、
ば
く
は

「
き
た
な
い
な
あ
ω

少
し
あ
る
け
ば
ゴ

ミ
す
て
場
に
行
け
る
の
に
・
：
：
U

と
忠

つ
れ
、
そ
れ
は
、
ぱ
く
が
見
た
の
は
ゴ

ミ
す
て
場
の
ち
か
く
の
家
だ
か
ら
だ
。

そ
の
生
ゴ
ミ
の
行
く
さ
き
が
、
小
隊
と

き
ま
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
て
ゴ
ミ

少
子
て
て
、
自
分
が
泌
へ
行
っ
た
時
、

「な
ん
て
き
た
な
い
海
J

な
ん
て

人
ご
と
み
た
い
に
言
っ
て
、
自
分
が
よ

ご
し
た
な
ん
て
劣
え
て
も
い
な
い
だ
ろ

7

．
 

た
し
か
に
、
海
は
広
い
か
ら
、
バ
ケ

ツ
一
ば
い
ぐ
ら
い
U
と
い
っ
て
川
へ
ゴ

、、
4

』
」

、一

大
家
庄
小
学
校
6
年

広

田

智

洋

く
ん

ミ
を
す
て
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
川
は
、
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
海
も
よ
ご
れ
て
、
海
水
協
な
ん
か

で
き
な
く
な
る
だ
ろ
、
－

少
し
の
ゴ
ミ
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
ま

っ
し
て
お
け
ば
、

町
は
ど
ん
ど
ん
き
れ

い
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
い
く
ら
海

の
近
く
の
人
が
「
海
を
き
れ
い
に
」
と

が
ん
ば
っ
て
も
、
川
上
か
ら
ど
ん
ど
ん

ゴ
ミ
を
流
し
て
い
た
ら
な
ら
な
い
だ
ろ

．「J
。よ
そ
の
町
の
人
に
、
「
ゴ
ミ
券
子
’
て

な
い
で
J

と
い
う
前
に
、
ニ
の
町
に
住

ん
で
い
る
ほ
く
遠
か
ら
寒
’
行
し
な
け
れ

ば
朝
日
町
の
海
は
き
た
な
く
な
る
ば
か

り
だ
。

美
化
運
動
啓
蒙
作
品

－
N
ト
ド
士
五
ド

：・
1
1
f

島
崎

珠
江
さ
ん

血
染
め

の

(79) 

北

H
の
北
陸
道
は
、
亦
川
を
通
り
作
与
野
・

大
亭
乞
経
て
館
後
路
へ
と
の
び
て
い
た
。

今
か
ら
約
前
年
前
の

1
2
0
7
年
、
制
椛

掛馬上
I
八
が
抽
唱
後
に
流
罪
に
な
っ
た
と
き

こ
の
道
歩
通
っ
た
の
だ
ろ
っ
か
、
越
前
・

加
賀
・
越
中
と
1
目
印
刷
本
と
伝
え
ら
れ

る
流
罪
の
旅
は
若
雛
の
道
の
り
で
あ
勺

た

回一
市部
川
相
ヶ
瀬
も
渡
リ
、
小
川
の
漸
を

組
え
た
と
き
そ
の
身
の
被
れ
や
似
も
ひ

と
き
わ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
川
の
ぬ

の
は
と
り
で
ワ
ラ
ジ
の
仰
を
な
わ
ね
さ
れ

る
よ
人
の
足
の
叩
か
ら
は
血
が
亦
々
と

流
れ
出
し
て
い
た
。

血
は
み
る
み
る
う
ち
に
小
川
の
水
を

染
め
、
川
は
亦
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ

e－n
・

τJr

．
 

b
k

・

－

首
相
当

3

・

em 

富
山
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

江
端
範
充
君
、
高
島
洋
之
君
の
3

名
の
作
品

「
C
M波
送
状
況
」
が、

教
育
長
貨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
は
ど
行
わ
れ
た
応
山
県
統

リ
バ
ク
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
納
付

小
川
了
絞
め
3
年
生
、
小
川
明
宏
打
、

写
真
は
小
川
と
赤
川
節
落）

．．．．．．．． ．．．．．． 
－E
S
F
 0

赤
川
｜
桜
町
0

れ
か
ら
だ
ろ
・
7
か
、
往
還
よ
り
以
の
小
り

の
川
を
亦
川
と
よ
ぷ

4
7に
な
フ
た
の

＋ふ
。ち

な
み
に
、
水
路
大
系
と
い
・
1
本
に

「小
川
は
尚
・
u
m谷
よ
り
流
れ
出
で
、
事仲

日
村
、
亦
川
村
の
問
に
必
ち
る
。
往
還

の
束
を
小
川
と
い
い
、
浜
に
て
赤
川
と

名
づ
く
」
と
あ
る
。

＠ 

一amω
窪
句
〈

一
「
朝
日
小
屋
か
ら

一

ア

ヤ

メ
平
ヘ
」

山

4
時
伍
分
、
朝
日
小
屋
を
出
発
今

日
回
の
路
交
は
朝
日
岳
か
ら
袴
腰
山
（
単
…

巴
岩
山
）
ま
で
だ
が
7
月
に
遭
能
障
の
あ
っ

日

た
八
兵
衛
平
、
あ
や
め
平
、
奥
山
石
平
の

日

景
山
道
や
地
形
・
縞
物
調
査
が
重
点
で

“
あ
る
。

山

富
山
営
林
署
員
を
含
め
た
一
行
7
名

吟

は
5
時
半
に
頂
上
を
あ
と
に
す
る
。

－

天
候
は
あ
い
に
く
の
小
雨
も
・4
ヲ
で
、

日
千
代
の
吹
き
上
げ
か
ら
見
る
目
的
地
は
、

山
岡
答
の
中
で
あ
る
。

－

連
結
本
温
泉
へ
の
分
岐
点
か
ら
左
側
の

－

コ
ー
ス
を
と
り
、
シ
ラ
ビ
ソ
の
樹
林
幣

凶

を
く
ぐ
る
。

品

前
方
が
聞
け
て
草
原
に
出
る
。
八
平

－

術
平
で
あ
る
。

6
時
お
分
。
樹
の
下
で

白
朝
食
を
と
る
。
納
め
照
棄
の
池
は
雪
渓

日

を
残
し
、
悶
の
せ
い
か
小
鳥
も
鳴
か
ず
、

日
ま
っ
た
く
静
か
で
あ
る
。

2
つ
の
池
を

日
右
側
に
見
な
が
ら
進
む
と
、
登
山
遣
は

日
再
び
シ
ラ
ビ
ソ
林
の
中
に
入
る
。
こ
の

日

ル
l
ト
は
、
ま
っ
た
く
の
笹
や
ぶ
く
ぐ

白
り
だ
と
覚
悟
を
し
て
来
た
が
、
青
海
町

日

の
人
達
に
よ
る
議
刈
り
が
行
き
と
ど
い

日

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
少
き
や
す
い
。

日

ハ
イ
松
僚
を
帥
唱
す
と
寸
フ
ザ
ラ
と
し

晶

な
が
つ
が

山

た
砂
崩
柚
地
に
な
っ
た
。
長
緑
山
だ
。
民

日
上
は
右
で
、
ほ
ん
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
。

－
ト
侃
の
泌
l
位
げ
側
に
は
大
き
な
山
石
が
あ
る
。

山

獣
の
一叫
に
似
て
お
り
ハ
イ
校
が
た
て

叫

が
み
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
れ
は
「
シ
シ

－
山山
」
だ
ろ
う
と
会
以
の
窓
口
比
が
愉

1

－

こ
の
コ
ー
ス
に
は
、
ま
だ
名
の
付
い

山

て
い
な
い
ピ
ー
ク
や
池
、
沢
、
炉
原
が

－
多
い
。
朝
日
除

（2
4
1
8
M
｝
頂
上

自
で
針
ル
λ
Hわ
せ
た
ん
円
川
度
計
は
2
2
1
0

－

M
を
ぶ
し
て
い
た
。
一
段
制
川
山
の
ガ
レ
場

一
を
過
Y
－J

る
と
ナ
／
グ
ル
マ
、
二
ツ

コ
ウ

叫

キ
ス
ザ
の
行
十
似
か
あ
る
e

ー小
夕
刊
ケ

山
脈
」
と
命
名
し
て
も
よ
さ
そ
7
な
所
だ
0

4

次
の
シ
ラ
ビ
ソ

・
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
林

山

を
抜
け
や
，
泌
を
品
川
り
降
リ
た
と
こ
ろ
が

叫

「ア
ヤ
メ
千
』
で
あ
る
。
双
山
道
の
友

山

が
以
鳴
の
俊
線
で
大
吋
渓
と
な
り
、
卜
約

一

に
胤
勺
に
耐
え
た
シ
ラ
ピ
ソ

・
ハ
イ
松

山
を
配
し
た
山
が
俗
リ
あ
が
っ
て
い
る
。

叫

ア
ヤ
ノ
千
も
か
な
リ
広
い
ハ4
．
除
僚
だ
”

副

ナ
ン
キ
ン
コ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ク
サ
ン
フ

叫
ウ
ロ
の
供
。い
花
の
卜
に
カ
ラ
イ
ト
浄
、

担
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
の
舵
少
が

一
向
に
映

叩

い
て
い
る
の
は
日
比
が
で
あ
る
。

自

イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
の
丸
い
築
の
水
・
」
い
んを

－

こ
ば
し
な
が
ら
進
む
と
ア
ヤ
メ
池
で
あ

由
る
・
こ
こ
に
は
大
小
3
つ
め
池
が
あ
る

叫

が
、
ま
だ
名
前
は
付
い
て
い
な
い
。

－

池
て
小
休
止
に
す
る
。
ニ
こ
に
来
て

－
よ
う
や
く
刷
れ
か
ら
解
激
さ
れ
、
テ
レ

山

ビ
カ
メ
ラ
を
回
せ
る
．
大
依
に
な
っ
た
。

－

腕
時
計
は
7
叫
吋
刊
分
歩
烏
し
、
高
度

目
討
は
1
9
9
0
Mを
・T小
し
て
い
た
。

大
蓮
華
山
保
勝
会

蓮
沢

正
二＠ n

U
1
司

3
nヨ



aaJ おめでとうございます←
9川7H（火）、朝日町場の－

均L［U－Aさんをはじめはれの米－

Nvhに寺崎町長から記念品を贈一
川［し米券会悦いました。－

14uHおの氏れは次のとおり一

・境主γ仁川良、広川りよ一

・時計川折ハ介砲級－

・l織児山川よさ一
・1．則ポぬとみ一
・．山下柳2M－宇野レよ一

千以千代一

・越以藤ちょ一

－J川内川大森粂次一

・川治．FUやよ

・・川川町町山本市川一

・花川口川あャ一

・川山中島やゑ『

e仙以帥納品晦件汁φ円よ｛仙川人）一

‘圃F ~ 

＿ .：：：；.噂JーL ． 

.¥ r・ ~ ‘、．
、. 

｝ ．・， .... ・; 

ひ

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

さあ

新

し

い

本

富
士
山
大
爆
発

大出臓
官
僚

証
言
七
三

一一
心
弁
部
隊

三
六
五
日
の
園
芸
百
日刊

ア
ッ
プ
リ
ケ
の
法
縫

も
め
ん
の
手
芸

主主主 制i神相
婦婦婦司 楽
σ〉σ〉σ〉
友友友陽一正

晶子 行 I~

報広

ー
人
類
は
ひ
と
つ

世
界
中
に
友
情
の
慣
を
L

朝
日
虫
義
を
会
場
に
、
凶
際

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
加
地
区
（
山
円
問

山
、
石
川
両
県
）
の
年
次
大
会
が

約

1
3
0
0人
を
集
め
聞
か
れ
た
。

朝
日
中
へ
移
動
ス
テ
ー
ジ

ロ
ー
タ
リ
ー
ガ
寄
贈

川
川
際
ロ
ー
タ
リ
ー
加
地
以
一

年
次
大
会
が
、

剥
日
町
を
会

場
に

ω川
2
H
－

3
H
の
刈

川
附
俄
さ
れ
ま

L
た
が
、
本

大
会
を
記
念
し
て
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
よ
り
側
H
山中
山下
校

に
れ
行
貸
付
と

L
て
、
向
付
州

ス
チ

l
ン
（
剛
力
川
州
中J

d

か
A
附
さ
れ
よ

L
た
。

、
一
学
校
田
で
稲
刈
り

－

大

家

庄

小

学

校

一
大
山
象
庁
町
小
中
校
て
は
、

5
川
8
N

一
に
川
刷
え
合
し
た
小
校
川

5
ア
ー
ル

－
で
、
9
川
7
N
稲
刈
り
会
し
た
。

一

山

市

た

ち

は

、

件

株

E
E
－－

2

－
刈
り
山
取
っ
た
あ
と
、
コ

ン
バ
イ
ン
士

一
て
泌
ん
で
脱
殺
し
た
。
今
年
の
集
故

直
は
約
2
0
0キ
ロ
で
千
年
作
だ
っ
た

一

t
レ
う
こ
と
だ
。

〆ソ
！
イ
ノ
グ
の
収

総

ド

い

則
的
友

松
ど
け
の
セ
ー
タ
ー

ド

い仰
の
わ以

年
別．
l
fの
阪

乱

川

辺

山

ps
，l

氷
格

上
、
卜

・水作

ωm
f

m
h
は
た
い
へ
ん

休

必

愛

，ト

1

．
，、κ

h
In
k

－
H
ι
j

「
L

3

1

！

f

剛力
ど
き
女
ど
急

’川

m
M州r
T

炎

熱

尚

人

深

m

M
介

似

の

な

い

卜

下

仰

木

ぷ

川

次

郎

ビ
タ
ミ
ン
は
・
｝
ん
な
に
効
く
安
川
制
人

内

~ 

毛r

紹

介

%
の

f
の
終
け
ん

第

lmの
・家
L
U
U
で
ど
・
7
M紋
け
る
か
と

い
・7
命
題
の
小
で
－

f
ど
も
は
、
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
泌
で
あ
る
・
小
さ
い
と

き
か
ら
、
時
間
の
責
任
心
持
た
せ
よ
う

・
小
遣
い
は
報
酬
と
し
て
与
え
る
・
わ

ず
か
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
満
足
す
る
絞
け

に
は
民
み
が
あ
る
・
健
康
な
家
族
の
条

件
は
、
夫
婦
問
に

ωmvcす
愛
で
あ
る
・

六

朝
日
町
少
年
消
防
ク
ラ
フ
健
生

ノ

一

川

川

3
日
、
治
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

手
渡
さ
れ
、
白
井
暗
殺
秀
君
が
「
私
達
一

－
ド
に
お
い
l

て
、
朝
日
町
少
年
消
防
ク
は
、
火
遊
び
や
た
き
火
は
し
ま
せ
ん
」
一

一
ラ
プ
連
合
会
の
結
成
大
会
が
開
催

さ

な

ど

5
つ
の
鋒
い
の
言
葉
を
の
べ
た
。
一

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
同
連
合
会
結

－

一

大

会

で
は
、
松
本
明
打

（朝
日
山
中
成
の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
市
街
地
を
一

一
色

に

述

人

H
繁

明

れ

た

は

か

防

火

バ
レ

l
ド
し
た
。

一

一ωク
ラ
ブ
の
代
表
者
に
ク
ラ
ブ
旗
が

『

v・a・－
F
Eり
U
T
4・．卜
．殺
は
、
以
後
は
附
叫
任

地
州
法
二
れ
け
る
－

w…組叶

mm人
間
は

主
役
一
一
ん
れ
な
い
浮
々
、
恨
み
の
わ
る

パ…出
が
絞
〈

一
行
れ
は
、
川
上
心
付
大
川
f
で
un会
陥
削
川

山f
を
加
刊
お
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
入
、

7

ラ
ウ
ス

・
シ
ュ
ペ
ネ
？
ン
氏
。

ニ
の
本
は
、
3
人
の
子
供
述
の
父
税

と
し
て
、
uけ
い
目
の
ド
T
A会
長
と
し

て
、
ド
イ
ツ
人
と
M
本
人
の
M
F
J

え
ん
の

相
述
手
を
泌
え
久
ゆ
が
・
り
、
川
叫
山
山
河
が
悩

ん
で
ト
る
問
題
を

7
3ば
り
に
し
て
、

と
・
ー
し
た
ら
よ
い
か
を
日
体
的
に
川
河
パ

し
て
い
ま
す
。

儲位脱祉制q
男の子の鍍け方

丸~:t:. 怠九·"" 
＝朝日町の文学碑＝

10月19日（火）

午後 l時30分

朝日町福制；センター

時

集合

休
館
の
お
知
ら
せ

叩
月
刊
日

ωか
ら
叩
月
お
日

ωま
で

蔵
書
点
検
の
た
め
特
別
休
館
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
変
ご
嘩
怨
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

nu寸
nu寸
n
U

＠ 

十溺

ふ

邸

時伊
藤
滋
峨
閣
議
瞳

お
す
こ

や
か
に

大戦イと羽‘f<，ド上上 1i1］商 ir1ri青山符
家 型型 i草道｜湯水水
Ji：四TI対人 1Krl<：下下町 聞I町国I崎川

お
し
あ

わ
せ
に

0
．
小
柳
一
区

れ川

森

県

O
従
川
三

7
H

日制

u
巾

お
く
や
み

三 Ji!・ 償 ノl、i;o:* 
f文川 イ1: I.よ
僑新水池針 町J

と窓

JI・鍋 ｝，＼： H ~1，畑 柳 川｛本犬 i韮舟笹 iと
,_, i::; IJil: ;:J！板 潔十Ii皮 HIi苓 川川州：

巧

Z
女

附

幹

男

長

女

綬

f

一一
向

一
長
男
主
始

｛寸

2
男
ん
す
道

問
問

2
則
河
川
何
介

波
長
女
災
一
沙

久
人
長
男
包
刷

版
栄

長
女

用

忠

良
造
長
男
隊
十
u

wi仁
長

男
品
川
公

務
・
応

2
女

美

紀

爪

一
長
田
町
柑
何
人

い
い
治
長
女

f日
間

俊
判
長
男
利
点
盛一

＋公坂 山 j青

水

日
升

紀
美
子絞

み
ゆ
紀

今；糸 口ぞ震

fllJ J，勾 柿 河 t1l「松

実

（
同

｝

郎
（制
）

士
け
（

M
）

上
U
（
前
ザ

伊
（
的
〕

士
日
（

刀

｝

回以 端日立

為松 亀 主幹ー

JI! 

善
意
の
預
託

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
一
M
M慌
の
た
め
に
と
次
の
ん
々

か
ら
背
立
の
鰍
託
が
あ
リ
ま
し
た
。

マ
と
く
お
さ
ん
よ
り
千
円

マ
山
川
崎
前
川
日
出
総
さ
ん
よ
り
一

万
円
を
朝
日
町
身
体
際
市
持
者
協
会

へ
指
定
寄
付

マ
朝
日
町
尚
正
会
百
年
部
さ
ん
よ
り
、

あ
さ
ひ
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
色
紙

光
上
金
を
附
じ
り
刊

マ
ム
筒
陀
財
人
会
さ
ん
よ
り
矧
ゐ
・h

“一二l
丘
枚

マ
鋭
谷
公
げ
口
紀
昭
さ
ん
よ
り
拾
得

物
報
労
金
千
円

マ
境
水
れ
川
熊
次
郎
さ
ん
よ
リ
三
万
円

マ
と
く
名
さ
ん
よ
り
一
円
硬
貨
四
千

四
十
七
円

マ
と
く
名
さ
ん
よ
り
一
円
硬
貨
千
六

．h
一ニ
十
六
円

＠ 
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i 資ぷ；I~＋~） t~ ； ~i~日 F蓋
去
る
叩
月
3
日
（
臼
）
か
ら
8
日
（
金
）

ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り
、
島
恨
県
に

お
い
て
第
幻
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
が
開
催
さ
れ
、
朝
日
町
か
ら
次
の
3

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
郷
土
の
代
表
と

し
て
立
派
に
活
路
さ
れ
ま
し
た
。

〈
選
手
v

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
少
男
）

（
束
三
浦
町
）

〈監
管
〉

マ
山
岳
（
成
男
）

長
崎

喜

一

谷

図

中

健

マ
卓
球
（
成
女
）

上
品
恵
子

（西
三
浦
町

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
⑩

蛭

園
町
市
守

第
6
回
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、

7
月
5
日
に
閉
幕
し
、

9
月
6

日
の
決
勝
、
松
崎
何
町
A
｜
南
抽
閉会
戦
が

終
了
し
、
松
禅
問
町
A
チ
l
ム
が
初
優
勝

を
飾
り
2
ヵ
月
間
に
わ
た
る
熱
戦
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

マ
準
決
勝
松
涛
町
A
81
7
山
崎
四
支
部

指
剛
健
会

5
1
4
宮
崎
西

マ

決

勝
松
涛
町

A
m｜
9
南
鍾
会

スポーツ行．

寮

内

来
る
、
叩
月
M
日
（日）
町
民
体
育
祭

に
お
い
て
。
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
参
加

を
わ
ね
待
ち
し
て
ま
す
。

。
コ
ー
ス

・
フ
？
と
、
リ
｜
コ
ー
ス
（
2

K

）

グ
ル
ー
プ
・
小
学
生
以
上
の
者

・
フ
リ
ー
コ
ー
ス
（
3
・
5
K
｝

個
人
・
中
学
生
以
上
の
者

。
資
格健
康
に
自
信
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
に

小
学
生
、
中
執
生
が
参
加
す
る
場
合

は
、
家
族
等
初
オ
以
上
の
方
と
走
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
高
校
生

以
上
の
者
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
．

0
申
込
み
凶
月
初
日
ま
で
、
体
育
館
又
は
教

育
委
民
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
受
付
け
は
、
叩
時
却
分
ま
で

本
部
記
録
係
で
行
い
ま
す
。

＠
参
加
賞
と
し
て
デ
プ
ロ
マ
を
出
し

ま
す
。

4

司デ
ブ
ロ
マあなたの優秀な成績を讃えます

殿

一
O
リ

K

E

O
ζ

ド

ρ
秒
事

0
7

ン
K
2

O
フ
日
ラ
5
ス

O
O祭
M
グ
3
一

時

O
O噛
円
月
合
ス
コ
由

体

ω総
一
一
分
MF

名
民
年
民
コ
リ

ョ

町
m出
町
鍛
ミ

氏
日
初
日

一
T

t

制
昭
朝
・
フ

t

・・・
：？

名
き
み
歯
車
問
看

会

こ

一

一

大

大
と
と
随
所

－
R

第
回
田

町
民
体
育
祭

込
t

L
」
・

7
hソ

叩
月
判
的
日

（臼）

町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド

ti換マフ以ン

と

－
R

第
6
回

夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と

き

ω月
初
日
（
火
）
か
ら

町
民
総
合
体
育
館

と
こ
’
つ－

R

第
1
園
児
童
ク
ラ
ブ

ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と

き

日
月
別
日

（日）

町
民
総
合
体
育
館

と
こ
ろ

肯
第
5
回

町
民
駅
伝
大
会

と

き

日
月
7
臼

（日）

町
民
総
合
体
育
館

と
こ
ろ

可

1
1
1
01
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
0
1
1
1
1
1
l
a
l－
－

1
1
1
11
l
l・
－

1
1
O
T
o
l
o－
－

J

一

人

ノ

。
ム
ン
衝
は
小
さ
い
ヲ
ち
に
議
し

チ
供
が
す
こ
や
か
に
脊
つ
た
め
、
ま
「

l
i
l
i－
－

－

－

4

．

＼

「

ノ

1a品
l
l／
／

ま

し

ょ

7
0

ず
偽
の
健
康
に
校
立
し
ま
し
ょ
う
の

一

離

乳

食

実

習

を

一

一

一五

民

対

抗
（

£
男
祉
問
E
E引
出
一詰
持んか一一

三

司

’

一

－

「
ヘ

均

三

区

！

一ト

’
い

い

い

け

い
l
い

い

川

i
l
i
l
i－
－

ー

し

一

日

月

9
日

（

火

）

一

一

三

川

健

的

問

ゆ

除

符

円

一

ー

れ

れ

れ

U
U
W
M
M
M
一刊

行

料

パ

川

げ

訂

以

一

材

料

片

付

に

て

一

一

一

／

L
T

L

i

－

－

／

1
1
1
1
0
A
H44

問
検

fz－iい
人

受

診

券

（料
金
1
5
0
0
N
）
を
も
ら

一

ι：
病
院
小
児
科
医
長
谷
二

一

／

／

l
＼

の

た

め

に

、

県

内

の
ど
の
M
m
人
件
紛

っ
て
く
だ
さ
い
。

一～

1先
生
の
「み
と
ん
の
病
気
し

一
一

一
に
つ
い
て
の
お
訴
が
あ
リ
ま
す
，

一唱

一

「
利

引

白

伸

子

岡

島

町

暑

の

献

血

協

力

三

1
8
月
実
施
介

l
M引
い

引

」

一

－

「

｜

川
い

け

ば

川

は

円

仁

川

川

同

川

川

げ

し

境
地
区

目

指

5
3、
川

河

村

獄

、

？

際

勝

機

感

総

勝

泰

一

‘
 

一
口
の
病
気
で

一
榛
多
い
病
気
は

ム

シ

ム

シ

歯

は

①

興

需

型

的

の

立

制

下

、

水

川

鋭

、

託

金

、

量

産

地

区

山
関
係
、

3
2、
送

還

遭

遇

機

嫌

繍

繁

一

一

川

町

け

い

日

片

付

片

付

バ

げ

γ月
刊

日

山

ペ

ヴ

パ

一

宮

抗

日

一

川

内

俊

之

店

主

j

守

山

同

十

日

川

刊

十

時

点

町

一

外

科

医

長

着

任

二

一
哉
に
な
る
と
生
え
揃
い
ま
す
も
そ
の
頃
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
ム

品

加

要

人

、

夜

空

、

佐

川

伶

f
、

2
f、
主
総
行
、
鵬
首
慎

一
郎
、
一
日
山
病
院
で
は

よ
リ

一
附

完

二

骨
か
ら
ム
シ
尚
も
刷
、
ぇ
、

3
必
叫
に
は
約
を
防
ぐ
に
は
、
こ
の
3
つ

の

原

凶

の

守

水

M
Z’
犬

宇

田

正

弘

一

%

を

同

る

た

め

、

ω川
l
日
付
け
一
一

一
向
%
と
な
り
、

6
議
（
に
は
舵
%

に

む

ち

ど
れ
か
を
は
ず
せ
ば
よ
い
わ
け
で
す
ψ

笹
川
地
区
小
林
終
生

長
作
禿
以

南
保
地
区
中
村
制
彦
、
米
丘
炎

一
、

一

で
山
山
駅
科
奈
川
大
小
附
凶
病
院
一
一

－
な
リ
ま
す
ω

川
憾
に
・
水
久
仰
の
ム
シ
品
開

予
防
に
ま
さ
乏
撮
な

し

勝

川

誠

一
‘

小

林

ぺ

長

汁

行

谷

U
満
俄

f
．
殿
村
山
峠
f
、
谷
U
知

一

mz外
守
的
宇
品
川
市
号
両
本
二

一
’
U
6
1
7
虫
魚
え
始
め
か
ら
急
激
に

f
仙
献
の
ム
ン
掬
を
予
防
す
る
に
は
、

泊

一

区

近

江

初

ト

ベ

浜

川

室

、

作

託

、

山

本

三
f
代
、
松
川
事
法
、
中
一
術
院
月
下
、
外
科
部

U
F
か
・
り
、
一

一

－mえ
、
山
川
崎
以
後
は
何
%
前
後
に
注
し
次
の
よ
う
な
ず
段
を
組
み
九
い
わ
せ
、
同
時

U
迫
f
、
I．M
臨
時
彦
、
高
松
以
内
刷
、
山
光
泊
、
ト
人
ぬ
伊
都
，
l
、
東
久
美
子
、
一
似
乍
凶
川
上
、
行
川
氏
史
光
小
れ
が
お
一
中

一
ま
す
。

実
に
笑
行
す
る
ニ
と
が
大
切
で
す
内

梅

沢

寛

、

市

博

美

議

定

、

坂

口

汚

τされ
ま
1d
た
、

i
r民二

一

歯

の

大

切

さ

川
食
事
に
公
を
つ
け
ま
し
ょ
う
，

上

杉

訟

緑

山

崎
地
区
辻
栄
哲
男
、
安
達
正
彦
、

一

俳

際

傍

似
の
仏見内川
4
U
出汁
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